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１．概要（Summary） 

近年、マグノンと光共振器モードが結合した「共振器オ

プトマグノニクス」と呼ばれる分野が注目されている[1]。こ

れまでにYIG球を共振器としたものが実証されているが、

スピンの数が多く、空間モード整合が悪いことによる結合

率の低さが課題であった。結合率を上げるために、キッテ

ルモードではなく静磁スピン波モードを用いるなど、様々

な実験が行われているが、結合率の劇的な向上には至っ

ていない。そこで本研究では、GGG 基板上にスパッタ成

膜した YIG 薄膜を円盤状に微細加工し、その円盤側面

にマグノンと光を共に局在させることにより、１）スピン数の

削減、２）空間モード整合の改善、を達成し結合率の劇的

な改善を試みる。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ダイシングソー、紫外線照射装置、3D測定レーザー顕

微鏡 

【実験方法】 

以下の Aから Cの工程で実験を行った。 

A. GGG 基板上への YIG のスパッタ成膜、および光

導波路構造の微細加工は研究室所有の装置を用

いて行った。 

B. その後、外部から光を導入するための光導波路端

面を創出することを目的に、ナノハブ拠点のダイシ

ングソーを用いて基板を切断し、民間企業に依頼

して端面研磨を行った。 

C. 作製した光導波路の評価をナノハブ拠点の 3D 測

定レーザー顕微鏡を用いて行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

今回レーザー顕微鏡で観察した結果を Fig. 1に示す。

この観察結果から、二つの問題点が明らかとなった。ま 

 

 

ず一点目は、光導波路端面が綺麗に研磨できていない

ことが判明した。これは委託している民間企業と共に研磨

手法を洗練化していくことにより解決できると考えている。

二点目は、作製したリッジ型光導波路の高さが、想定高さ

400 nm よりも低い 130 nmであった点である。これは微

細加工過程おける各種想定パラメータが実際の値とずれ

てしまっているために発生したと考えている。今後は、こ

れらの問題点を解決し、実験に使用可能なデバイスの創

出を図っていく。 
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Fig. 1 Image of YIG optical waveguides. 


